
 

機
関
士
：
花
木
竣
脩
（
二
十
三
歳
）

▽
平
成
三
十
年
本
校
専
攻
科
修

了
、
同
年
着
任
▽
乗
組
員
最
年
少

▽
趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
・
ラ
イ
ブ
観

戦
・
シ
ョ
ア
ジ
ギ
ン
グ
・
エ
ギ
ン

グ
と
多
岐
に
わ
た
る
▽
過
去
に
は

10

㎏
の
ブ
リ
と2.5

㎏
の
イ
カ
を

岸
壁
か
ら
釣
り
上
げ
た
実
力
を
有

す
る
▽
座
右
の
銘
は
「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
」
▽
好
き
な
芸
能
人

は
ム
ロ
ツ
ヨ
シ
▽
着
任
か
ら
４
年

目
に
な
る
が
、
現
在
も
日
々
先
輩

方
か
ら
学
ぶ
事
ば
か
り
と
謙
虚
な

姿
勢
を
崩
さ
な
い
▽
川
辺
出
身 

十
一
月
二
十
二
日
、
三
次
航
海

最
後
の
寄
港
地
と
な
る
静
岡
県

清
水
に
入
港
し
、
現
在
停
泊
中

で
す
。
長
崎
出
港
後
に
九
州
南

方
海
域
の
天
候
悪
化
が
予
想
さ

れ
た
為
、
入
港
は
一
日
前
倒
し

と
な
り
ま
し
た
。
短
期
の
航
海

で
し
た
が
、
太
平
洋
沿
岸
は
船

舶
交
通
量
も
多
く
、
実
習
生
が

沿
岸
航
法
技
術
を
習
得
す
る
に

は
最
適
な
環
境
で
し
た
。
静
岡

に
三
泊
し
た
後
、
二
十
五
日
に

出
港
し
帰
路
に
就
く
予
定
で
す

「
戦
争
は
絶
対
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
」
そ
ん

な
声
を
聞
け
た
。
戦
争
実
体
験
の
な
い
我
々
が
子
供
達

に
戦
争
当
時
の
惨
状
を
語
り
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
る
。
原
爆
被
爆
都
市
長
崎
の
南
西
沖
合

に
浮
か
ぶ
「
端
島
」
は
炭
鉱
の
島
と
し
て
栄
え
た
こ
と

で
名
高
い
。
一
方
で
島
内
に
は
防
空
壕
や
弾
痕
な
ど
、

戦
時
中
の
爪
痕
も
残
る
。
被
弾
し
て
沈
没
し
た
石
炭
運

搬
船
も
あ
っ
た
。
世
界
文
化
遺
産
登
録
で
一
躍
脚
光
を

浴
び
る
通
称
「
軍
艦
島
」
だ
が
、
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
数
多
く
あ
る
。
出
港
直
後
、
島
を
間
近
に
臨
む

海
域
に
船
を
静
止
さ
せ
、
献
花
に
続
き
一
分
間
の
黙
祷
。

海
上
に
静
か
に
佇
む
孤
島
の
廃
墟
を
眼
前
に
、
生
徒
達

は
何
を
思
う
の
か
。
当
時
に
思
い
を
馳
せ
る
静
寂
の
時
。

机
上
の
平
和
学
習
で
は
得
難
い
時
間
と
な
っ
た
。 

よ
り
富
士
山
や
三
保
松
原
の

絶
景
を
眺
望
し
な
が
ら
カ
モ

メ
の
餌
付
け
や
イ
ル
カ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
、
さ
ら
に
最
新
港

湾
設
備
や
世
界
最
大
の
掘
削

船
「
ち
き
ゅ
う
」
も
間
近
に

大
興
奮
の
一
時
間
で
し
た
。 

 

甲
板
部
／
機
関
部
の
各
部
署
で

実
践
訓
練
を
受
け
る
実
習
生 

結
び
の
航
海
と
し
て
、
本
州
、

四
国
、
九
州
と
太
平
洋
沿
岸
を

南
下
し
、
二
十
八
日
の
午
前
十

時
、
枕
崎
帰
港
と
な
り
ま
す
。 

見
学
ク
ル
ー
ズ 

沿
岸
航
海
４-

５ 

る
と
こ
ろ
で
す
。
残
り
数
日
、

し
っ
か
り
と
実
習
を
集
大
成

し
て
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す

な
お
、
入
港
翌
日
は
下
船
式

を
実
施
し
た
の
ち
生
徒
解
散

と
し
ま
す
。
お
忙
し
い
中
と

は
存
じ
ま
す
が
、
生
徒
送
迎

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

「
薩
摩
青
雲
丸
新
聞
」
は
、

本
紙
を
も
っ
て
「
最
終
号
」

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
ク
ル
ー
ズ

船
の
前
で
＝
十
一
月
二
十
三
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
に
よ
り
、
様
々
な

制
限
や
制
約
を
設
け
て
い
る

今
年
度
の
乗
船
実
習
で
す
が

「
生
徒
達
に
何
か
想
い
出
を
」

と
い
う
こ
と
で
、
保
護
者
の

皆
様
方
の
計
ら
い
も
あ
り
、

清
水
寄
港
中
に
貸
切
ク
ル
ー

ズ
船
で
の
湾
内
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
が
実
現
し
ま
し
た
。
船
上

第４号                 薩摩青雲丸新聞          令和３年１１月２３日（火） 

乗
組
員
の
先
輩
方
と
一
緒

に
船
内
の
食
堂
で
昼
食
を

と
る
花
木
機
関
士 

＝
十
一
月
二
十
一
日 
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軍
艦
島
と
船
上
か
ら
献
花 

黙
祷
す
る
実
習
生 

平
和
学
習 

長
崎
へ
の
寄
港
を
機
に
、
平
和

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
原
爆
投

下
や
軍
艦
島
に
関
す
る
歴
史

な
ど
、
戦
争
に
つ
い
て
自
ら 

調
べ
て
出
港
後
の
船
上
慰
霊

式
に
臨
み
ま
し
た
。 

実
習
生
を
前
に
調
べ
学
習
の
結
果

を
紹
介
す
る
山
口
虎
太
郎
君 

一
ヶ
月
余
り
に
及
ぶ

第
三
次
航
海
実
習
も

残
り
六
日
と
な
り
ま

し
た
。
実
習
の
成
果

は
も
と
よ
り
、
全
員

が
事
故
や
怪
我
無
く

こ
こ
ま
で
到
達
で
き

た
こ
と
に
指
導
教
官

と
し
て
安
堵
し
て
い 


